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2010年名古屋大学大学院修了、博士（法学）。2008年ジョージワシン
トン大学客員研究員、2011～14年名古屋短期大学英語コミュニケー
ション学科助教を経て、2014年4月より現職。

13:00～ 13:10 開会の辞/ Opening Remarks

13:15～14:15 基調講演/ Keynote Speech　「復興とコミュニティ」 “Reconstruction and Community”

14:25～15:25 発表/ Presentations, 15:35～17:10 登壇者による討論/ Discussion by Speakers

17:10～17:20 閉会の辞/ Closing Remarks
川野徳幸 平和科学研究センター長

2nd International symposium  2017 hosted by Institute for Peace Science, Hiroshima University
広島大学平和科学研究センター主催平成29年度第2回国際シンポジウム

Tsuneo Nishida
西田恒夫

広島大学学長特命補佐
（平和担当）

平和科学研究センター
名誉センター長

Hong-Kyu Park
朴鴻圭

高麗大学
平和と民主主義研究所長

グローバル日本研究院
運営委員・教授

Kate Fearon
ケイト・ファーロン

欧州対外行動庁（EEAS）
文民活動本部
特別顧問

1970年東京大学法学部卒業後、外務省入省。1999
～2001年在ロサンゼルス日本国総領事、2001～02
年経済協力局長、2002～05年に総合外交政策局長、
2005～07年に外務審議官（政務）、2007～10年に特

命全権大使カナダ駐箚兼国際民間航空機関日本
政府代表、2010～13年に国連日本政府常駐代表特
命全権大使などを歴任。2014年4月～2017年3月広

島大学平和科学研究センター長（同特任教授）、
2017年4月より同名誉センター長。広島大学学長特
命補佐。

北アイルランド女性連合（NIWC）の結党メンバーと

して、アイルランド共和国政府と英国政府間の和平
交渉（1996～1998年）に参画、ベルファスト和平合

意の締結に尽力。スーダン、アフガニスタン、ボスニ
アにおいて、英国政府や多国籍機関で平和構築に
従事。コソヴォ国際文民代表（ICR）ミトロヴィツァ事
務所長、EU法の支配ミッション（EULEX）代表等を経
て、現在EU欧州対外行動庁（EEAS)文民活動本部
の特別顧問をつとめる。

Mitsuo Ochi
越智光夫

広島大学長

Hitoshi Abe
阿部仁史
有限会社阿部仁史アトリエ 代表取締役
UCLA 芸術・建築学部都市・建築学科教授
UCLA Paul I. and Hisako Terasaki 日本研究センター所長

Noriyuki Kawano/川野徳幸
広島大学平和科学研究センター長

13:10～ 13:15 趣旨説明/ Explanation of Aim

Mari Katayanagi/片柳真理

広島大学大学院国際協力研究科副研究科長・教授

モデレーター 会場地図

（総合司会）Shinsuke Tomotsugu/友次晋介
広島大学平和科学研究センター准教授

2007～11年広島大学病院病院長、
2008～11年理事、2011～12年理
事・副学長、2012～15年学長特命
補佐を歴任、2015年4月より広島大
学長。2010年に文部科学大臣表彰
「科学技術賞」、2014年に産学官連
携功労者表彰「厚生労働大臣賞」
を受賞。医学博士。

1962年宮城県生まれ／1992年阿部仁史アトリエ開設／2002～07年東北大学大学院工学研究科都市・建築学
専攻教授／2007年～16年UCLA芸術・建築学部 都市・建築学科 教授／2010年～UCLA テラサキ日本研究セン
ター所長／博士（工学）。主な受賞に、吉岡賞／BCS賞／日本建築学会賞／BusinessWeek・Architectural 
Record賞／SIA-GETZ Architecture Prize／日本建築学作品選奨　他。主な作品に、七ヶ浜町復興公営住宅、ウ
ィーン経済経営大学、3M本社ビル、宮城スタジアム、菅野美術館、青葉亭、F-townビル　他。

広島大学大学院医歯薬学総合研究科博士課程修了（医学博士）。広島大
学原爆放射線医科学研究所附属国際放射線情報センター助手・助教、広
島大学平和科学研究センター准教授、教授を経て、2017年4月より現職。
専門は原爆・被ばく研究、平和学。

1961年韓国ソウル市生まれ。1990年韓国高麗大学
校大学院政治外交学科修士課程修了。2000年東
京大学大学院法学政治学研究科博士課程修了、
博士号修得。高麗大学校亜細亜問題研究所研究
助教授を経て現在、高麗大学平和と民主主義研究
所長、グローバル日本研究院運営委員・教授。グ
ローバル日本研究院のプロジェクト、「東アジアの
戦争と平和、そして共同体」の推進メンバー。著書
に『山崎闇斎の政治理念』等。

広島大学平和科学研究センター副センター長

国連東スラボニア暫定統治機構人権担当官、民生担当官、在ボス
ニア ・ ヘルツェゴビナ日本大使館専門調査員、ボスニア ・ ヘル
ツェゴビナ上級代表事務所政治顧問、JICA研究所主任研究員等を
経て2014年4月広島大学大学院国際協力研究科准教授就任、2015
年4月同教授。 2016年4月より、同副研究科長。 著書にHuman 
Rights Functions of the United Nations Peacekeeping Operations 
(Martinus Nijhoff Publishers, 2002)等。


